


み回博iに 先端装置lミラiヨ して′可亀なれ回で菱々え

イい せてみた。十/Jわちキマツプの中′長さ,先 i論働′

曰曰鷲枚の長さ′由そ亀′九秘の′1′オ救′が イドの住

覆などをたえた。その時果′向力褒波の印き島さ1。キヤ

ツフ・′え棒 ′がイドの重い|ミ大 きくた右されノきたノ支

格力!さ向囲軍薇の大きさと同きわ:1ざ'て 及ることがわ

かった。上記の壇 々の標型のうち最 も&埓 なもの(図―l)

について,瀾■ll士(しルト噴拮上)と り賞上(乾蹂′辞 よしい

り砂)に つし1ておλみ試験 と行な,た詩果を写真卜6ノ

ロー2に汀、してある。 こ嗜しtみ ると政良力むは十爽良力こにLL

べ′滞 ・l■主′ オ 責 上 とも:1 2 c籠,たTに 薯 する最 終 打込 み

回敗が2-3件 になり′翼級全自′が 支持 カィカロをユす。

4 実 験 からわか つたミと

0)キヤツプl●なるへいく強いテド良い。な豆かければそれ

だけ`′き″き長 さだ嘘稲 でさ′え替 の絡千を秀易:マする。

②日向電枚 が負ける力 け上金荷望と,ビ儀 及力 |ミごる力ち

これら! よヽつて電オ■ぃ■ずる曲げ毛―メ ントが翼な材慎

②奮落強た肉ltあることドjオ蒸である.

0)向向翼社 の1司き6・3喀女荷時の働け|ミよるた型 ,上 の

杉勧 7Jどを考 え60・〕X肉であることが
｀
望しい。

“)引さ冷さいう恥打込みな向 患ていの距離 は向日輩板の

長いものほど,ま たln t aの大きいものほど長 t .`

0 ) 3 1ミぃき暴 さl`施杜土定愛 でlよ同肉受根 ド≒ヤツプ

| ラ`タ|れ′t林 ″ヾ十タキマツプの承3て・落千するに■ネ

な形識1ぇあれば侯い。砂省夕た養てい′え丼=ほわない場

ハけ印肉雪オ■|・ヽキヤツプかうタトれノキヤフデ肉ltそケドイ曼

λするに十分な距誰だ|チネてう る。

c)政ユ札 とヨF双長屁 』比較すると,向 向硬祇が向くま

で‐ どちらも言入1ふれ l 大ヽ通!さないだ′向くと前え けほ

どんどit下:な くなり,な さ口“いうなた支持力はいう

がるしく増力]す る。

5。 あとが き

以=政 ,H型 れの製卜l■について逃イたが,菱 jあ弁剖
:品 ∫

ええた場本の静口。ま猜力ぼ現在女職中である。薇後′ミ実

始 そ争仁 っ て くに た 厨 え 上野 ヤ 確 た 民 l Jヽ t t tと 羨 す る。
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